
史
料
紹
介

134 （976）

『
東
山
殿
時
代
大
名
外
様
附
』
に
つ
い
て

今

谷

明

は
　
じ
　
め
　
に

　
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
の
所
蔵
史
料
の
中
に
、
標
題
の
よ
う
な
一

点
の
冊
子
本
が
あ
る
。
尤
も
こ
の
題
釜
は
当
時
の
名
称
で
は
な
く
後
世
に
改

め
て
付
さ
れ
た
も
の
で
、
冊
子
の
表
紙
に
は
『
大
名
外
様
奉
公
方
之
着
到
』

と
記
さ
れ
て
い
る
。
冊
子
は
粘
繭
紬
で
一
枚
の
薄
美
濃
紙
の
包
紙
に
く
る
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
包
紙
の
表
に
標
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
包
紙
紙
背
は
下
半

顧
に
十
数
酋
の
和
歌
が
書
か
れ
、
明
和
八
年
遅
卯
五
月
の
年
紀
が
記
さ
れ
て

い
る
。
冊
子
内
容
と
包
紙
裏
雷
と
は
何
ら
の
質
的
連
関
は
な
く
、
偶
ま
和
歌

の
反
古
紙
を
包
紙
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
冊
子
三
葉
目
に
明
治
四
十
二

年
四
月
二
十
日
付
の
受
入
番
号
と
「
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
印
」
が
捺
さ
れ

て
い
る
か
ら
購
入
無
期
は
判
明
す
る
が
、
文
学
部
で
保
管
し
て
い
る
図
書
受

入
原
簿
に
よ
っ
て
も
購
入
先
な
朔
ら
か
で
な
い
。

　
さ
て
内
容
は
一
兇
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
管
領
・
侍
所
・
相
伴
衆
・
御

供
衆
以
下
の
諸
大
名
と
一
番
か
ら
五
番
に
至
る
奉
公
衆
の
、
即
ち
室
町
幕
府

の
重
職
と
親
衛
隊
の
交
名
で
あ
る
。
こ
の
種
史
料
と
し
て
は
、
　
『
群
書
類
従

雑
部
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
永
享
以
来
局
番
帳
』
（
以
下
『
永
享
番
帳
』

と
略
す
）
・
『
文
安
年
中
御
門
帳
』
（
以
下
『
文
安
二
心
』
と
略
す
）
・
『
長
享

元
年
九
月
十
二
日
常
徳
院
殿
様
江
州
御
動
座
当
主
在
陣
衆
着
到
』
（
以
下
『
長

享
着
到
』
と
略
す
）
・
『
永
禄
六
年
諸
役
人
付
』
の
四
種
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

本
史
料
は
こ
れ
ら
四
種
の
交
名
の
い
ず
れ
と
も
異
る
別
種
の
も
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
二
年
に
図
書
と
し
て
購
入
さ
れ
て
か
ら
公
開
さ
れ
一
般
の
閲
覧
に

供
さ
れ
て
い
る
か
ら
新
史
料
で
も
新
発
見
で
も
な
い
が
、
従
来
の
早
送
近
臣

団
の
議
長
に
も
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
研
究
者
の
間
に
も
充
分
知
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
全
文
を
紹
介
し
、
若
干
の
管

見
を
加
え
て
み
た
い
。
’
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ド
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球
趣
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審
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－
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．
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町
議
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毒
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
さ

ド
蕨
み
湯
㍑
　

表紙巻末奥書

　
（
包
紙
題
籔
）

「
東
山
殿
時
代

大
名
外
様
附
一
巻
　
　
　
（
黒
蟻
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
弐
十
三
」

　
　
　
　
　
　
〔
裏
書
）

　
　
　
　
　
　
「
明
和
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
」

　
（
表
紙
題
簑
）
　
　
　
　
　
　
①

「
大
名
外
様
奉
公
方
之
着
到
　
　
　
　
　
（
花
押
）
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
表
紙
裏
）
（
異
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
「
大
名
外
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
人
（
花
押
）
」

　
（
内
題
X
異
筆
）

　
（
明
力
）
（
膿
力
）

「
大
朋
外
□
覚
」

　
　
三
鐡
管
領
職
事
也
　
　
次
第
不
同

斯
漉
左
兵
衛
佐
殿
唐
名
武
衛

細
河
右
京
大
夫
殿
同
　
京
兆

畠
山
器
論
難

　
　
侍
所
　
　
次
第
不
同

山
名
右
禽
薮
蔭
吾
琶
修
理
大
夫
殿
驚

赤
松
左
京
大
夫
左
京
兆
京
極
大
膳
大
夫
隻
木

　
　
開
闘
奉
行
人
爵
役
也

　
　
大
名
　
外
様
　
奉
公
方
言
着
到
次
第
不
同

キ
　
ラ

吉
良
治
部
大
輔
殿
　
同
三
郎
殿

イ
シ
ダ
ウ

石
堂
殿
．
　
　
　
渋
河
治
部
大
輔
殿

」
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石
橋
殿

　
　
御
相
伴
衆
　
次
第
不
同

斯
波
左
兵
衛
佐
殿

畠
山
殿

畠
山
修
理
大
央
殿

山
名
右
衛
門
督
殿

赤
松
左
京
大
夫

嶋
津

　
　
国
持
衆

今
河
殿

土
岐
左
京
大
夫

武
田
大
膳
大
夫

　
　
外
様
衆

　
　
シ
・
ク
サ

細
河
右
京
大
夫
殿

細
河
讃
岐
守
殿

一
色
修
理
大
夫
殿

佐
々
木
京
極
大
膳
大
夫

大
内
左
京
大
夫

次
第
不
同

　
　
　
（
部
脱
）
和
泉
両
守
護
同

　
細
河
刑
大
輔
殿
　
　
同
阿
波
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ガ
シ

　
佐
々
木
六
角
　
　
　
冨
樫
介

　
　
　
　
　
　
次
第
不
同

細
河
宍
草
刑
部
大
輔

　
　
　
　
　
　
観
音
寺

同
伊
予
守

同
弥
六

伊
勢
仁
木

畠
出
日
向
守

一
色
右
馬
頭

同
五
郎

同
駿
河
守

同
土
佐
守

仁
木
中
務
少
輔

テ
ン
ジ
ク

天
竺
中
務
少
輔

同
駿
河
守

同
兵
部
大
輔

　
　
ア
リ
ジ

山
名
有
路

あ
ツ
　
タ

新
田
岩
松

荒
河
治
部
少
輔

佐
々
木
能
登
守

同
遠
江
守

同
田
中

赤
松
又
次
郎

　
カ
ウ
ツ
キ

同
上
月
甲
斐
守

同
葉
山
三
郎

吉
見
右
馬
頭

佐
々
木
加
賀
守

仁
木
兵
部
大
輔

　
イ
ケ
ジ
リ

同
池
尻
刑
部
少
輔

同
明
智
中
務
少
輔

　
　
御
供
衆

細
河
右
馬
頭

同
安
房
守

同
中
務
少
輔

大
館
陸
奥
守

武
田
大
膳
大
夫

伊
勢
守

　
　
　
　
同
大
嶋

　
　
毎
門
月
朔
日
箪
供
等
ニ
ハ
出
仕
ア
リ

　
　
　
　
佐
々
木
越
中
守

　
　
　
　
同
朽
木

　
　
　
　
同
隠
岐
守

　
　
　
　
上
杉
中
務
少
輔

　
　
　
　
同
弥
五
郎

　
　
　
　
同
兵
庫
頭

　
　
　
　
ゑ
　
ミ

　
　
　
　
江
見
伊
豆
守

　
　
　
　
野
間
左
馬
助

　
　
　
　
ト
　
　
イ

　
　
　
　
土
肥
美
濃
守

　
　
　
　
土
岐
佐
郎
木
右
馬
助

　
　
　
　
同
曾
我
屋
民
部
大
輔

　
　
　
　
　
ワ
シ
　
ス

　
　
　
　
同
鷲
巣
右
馬
頭

次
第
不
同

同
淡
路
守

畠
山
右
馬
市

山
名
相
模
守

同
伊
与
守

赤
松
刑
部
少
輔

問
因
幡
守

同
上
総
介

同
三
郎

同
左
衛
門
佐

冨
樫
中
務
少
輔

同
伊
豆
守
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申
次
　
次
第
不
同

畠
山
中
務
少
輔
　
　
　
　
同
刑
部
少
輔

上
野
刑
部
大
輔
　
　
　
　
同
又
四
郎

伊
勢
因
幡
守
　
　
　
　
　
同
肥
前
守

同
下
総
守

　
　
一
番
衆
　
次
第
不
同

細
河
左
京
亮
　
　
　
　
　
同
孫
九
郎

天
竺
三
郎
　
　
　
　
　
上
野
与
三
郎

同
上
淵
次
郎
　
　
　
　
　
長
井
大
郎

曾
我
上
野
介
　
　
　
　
　
同
小
次
郎

同
備
中
等
　
　
　
　
　
　
同
因
幡
守

同
肥
前
守
　
　
　
　
　
　
同
下
総
守

同
上
野
壷
　
　
　
　
　
　
同
□
鶴
丸

同
弥
八
　
　
　
　
　
　
同
与
一

同
新
九
郎
　
　
　
　
　
　
同
弾
正
忠

同
遠
江
守
　
　
　
　
　
　
同
帯
刀
宮
内
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
リ

同
平
三
左
衛
門
尉
　
　
　
毛
利
民
部
大
輔

タ
チ
イ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ワ
ラ

丹
比
下
総
守
　
　
　
　
　
佐
々
木
大
原
左
馬
面

タ
ケ
フ
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

竹
藤
右
京
進
　
　
　
　
　
小
田
上
野
介

松
田
上
野
介
　
　
　
　
　
同
六
郎

一
色
民
部
少
輔

大
館
伊
与
介

同
備
後
守

今
河
大
夫
判
官

三上
淵
伊
賀
守

同
長
明
丸

伊
勢
守

同
左
京
亮

同
備
後
帯

同
掃
部
助

同
兵
庫
助

同
又
六

同
又
七

同
次
郎

同
四
郎

間
民
部
丞

同
又
次
郎

同
備
前
守

斎
藤
疋
田
修
理
亮

カ
ツ
マ
タ

勝
照
越
中
守

ユ
ウ
キ

結
城
左
近
将
監

中
條
刑
部
大
輔

斎
藤
本
庄

カ
ト
　
マ

門
真
尉
法
師
丸

土
岐
本
庄
罠
部
少
輔

ミ
ヤ宮

常
陸
介

シ
ロ白

井
ウ
　
ツ
　
キ

宇
津
木
平
次

矢
部
八
郎
左
衛
門
尉

同
次
郎

結
城
九
郎
左
衛
門
尉

本
間

安
東
平
四
郎

　
　
二
番
　
次
第
不
同

モ
も
ノ

桃
井
民
部
少
輔

ト
ミ
ナ
カ

冨
永
五
郎

同
平
右
衛
門
尉

斎
藤
兵
庫
助

毛
利
宮
内
少
輔

佐
々
木
吉
田
弥
三
郎

金
子
左
衛
門
三
郎

同
与
三
郎

ナ
ラ
ウ

楢
葉
近
江
守

土
岐
揖
斐
孫
太
郎

同
原
四
郎

ホ
ソ
カ
ウ

本
郷
兵
庫
助

壱
岐
次
郎

ヲ
ホ
ダ

太
閏
上
野
介

同
八
郎

セ
ぜ
グ
チ

関
口
源
三
郎

ス
ノ
ダ

鎌
田
餐
兵
衛
大
夫

本
郷
大
夫
判
官

ヲ小
嶋
新
蔵
人
置

同
右
京
亮

カ
　
ワ
ラ

河
原
備
前
守

サ
ウ
キ

佐
脇
三
河
守

影
藤
圏
左
京
亮

お
む
ヂ

横
地

同
又
四
郎

　
　
ノ

内
嶋
又
五
郎

ク
ラ
ミ
ツ

倉
光
次
郎

聞
与
次
郎

　
ヲ
グ
ロ

同
尾
黒
次
郎

門
真
弾
正
忠

ツ
ノ
　
タ

角
田
弥
平
次

マ
ツ
タ
ウ

松
任
修
理
亮

同
七
郎
大
郎

雅
楽
備
中
守

依
田
左
兵
衛
大
夫

ツ
チ
や

土
屋

ヲ
ヤ
ぜ
ト

小
倭
十
郎

吉
見

安
東
因
幡
守

同
弥
三
郎
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松
田
甲
斐
入
道

土
岐
小
柿
次
郎

　
ソ
坂

三
浦
板
因
幡
守

旧
次
郎

同
左
京
亮

山
本
弥
三
郎

同
孫
次
郎

　
カ
ウ
　
ノ

同
神
野

シ
タ
良
ラ
羅

志
多
郎

同
右
馬
助

沼
田
上
野
介

飯
河
近
江
守

二
階
堂
隠
岐
守

三
吉
左
馬
助

同
彦
六

圏
F
一
ナ
カ
ワ

蜷
河
左
京
亮

結
城
十
郎

ヲ
　
　
ミ

小
田
図
書
助

　
　
三
番
　
次
第
不
同

上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ワ
ウ
　
ダ

同
源
次
郎
　
　
　
　
　
　
粟
生
田
新
左
衛
門
尉

佐
々
木
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ダ

延
福
寺
五
郎
左
衛
門
尉
　
肥
田
助
太
郎

？
カ
ベ
（
伯
）
　
　
　
　
　
　
ヒ
。
ド

波
々
泊
部
次
郎
左
衛
門
尉
　
広
戸
刑
部
丞

冨
永
修
理
亮

同
九
郎

土
肥
三
郎

ト
ヲ
ヤ
マ

遠
山
賀
藤
左
衛
門
尉

朝
倉
孫
四
郎

ニ
シ
ノ
コ
ホ
リ

西
郡
四
郎

同
平
五
郎

大
草
伊
賀
守

同
孫
九
郎

シ
バ
ヤ
マ

芝
山

同
大
郎

海
老
名
八
郎
左
衛
門
…
尉

同
新
三
郎

ム
　
ト
ウ

武
藤
孫
四
郎

同
民
部
大
夫

小
笠
原
備
前
入
道

後
藤
能
登
守

小
嶋
左
京
亮

ア
　
イ

安
威
新
左
衛
門
入
道

同
小
大
郎

サ
　
ワ

佐
波
兵
部
少
輔

安
東
薩
摩
守

タ
カ
シ
マ

高
嶋
弥
大
郎

山
田
与
三
郎

ノ
ウ
へ

井
上
弥
八
郎

　
　
フ
カ
サ
カ

土
岐
深
坂
次
郎

西
山
出
雲
守

イ
ワ
ボ
リ

岩
堀
中
務
丞

同
与
一

ヲ
ヘ
　
ヤ

大
屋
伊
豆
守

ア
　
ス
ケ

足
助

同
刑
部
大
輔

同
美
濃
入
道

杉
原
伊
賀
入
道

チ
ヤ
ウ

長
駿
河
守

矢
部
新
左
衛
門
尉

同
孫
大
郎

同
下
総
守

角
田
弾
正
忠

ク
マ
ガ
へ

熊
谷
幸
夜
叉
丸

佐
々
木

塩
治
三
河
守

鵠
γ
ヤ

武
田
下
条
駿
河
守

同
中
務
少
輔

同
又
三
郎

三
浦
丸
山
掃
部
助

同
藤
内

橋
本
三
郎
左
衛
門
尉

　
　
ク
　
　
ろ
　
　
り

土
岐
久
々
利
民
部
少
輔

　
　
四
番
　
次
第
不
同

畠
山
中
務
少
輔

ノ高
尾
張
守

同
民
部
少
輔

同
兵
部
少
輔

同
七
郎

　
ナ
ガ
ツ
ナ

同
長
寿

ヤ
シ
ギ

矢
嶋
六
郎

彦
部
左
京
亮

三
浦
下
野
入
道

同
孫
三
郎

カ
ウ
ノ
ク
ロ
セ

高
黒
瀬
与
一

同
五
郎
左
衛
門
尉

ト
ヲ
ヤ
マ
ヤ
ス
が

遠
山
安
木
孫
次
郎

イ
ハ
ぶ
り

岩
堀
修
理
亮

ア
イ
バ
（
庭
）

饗
蓮
大
郎

　
　
ア
サ
ヒ

斎
藤
朝
日
三
郎

ミ
　
ヰ

三
井
越
前
入
道

ノ
　
せ

能
勢
河
内
守

　
イ
マ
ミ
ネ

同
今
峯
駿
河
守

同
刑
部
少
輔

同
弥
次
郎

カ
ウ
ヤ
マ

高
山
上
野
介

同
弥
六

セ
ソ
シ
ウ

千
秋
刑
部
少
輔

同
孫
次
郎

マ
シ
モ

真
下
大
郎
左
衛
門
尉

同
四
郎
左
衛
門
尉

同
次
郎
四
郎

カ
ウ
チ

河
内
民
部
大
輔

村
上
修
理
亮

朝
倉
左
京
亮

飯
河
山
城
守

嶋
津
三
郎
左
衛
門
尉

寄
人
不
勤
番
衆

宇
治
大
路
越
前
守

同
孫
左
衛
門
尉

同
四
郎
三
郎

フ
タ
ツ
マ
ツ

ニ
松
八
郎

　
　
　
（
部
脱
）

同
外
山
民
少
輔

同
十
郎

武
田
兵
庫
雷

同
民
部
少
輔
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同
三
郎

サ
タ
ケ

佐
竹
常
陸
介

同
小
一
二
郎

山
本
中
務
少
輔

ヤ
シ
ロ

屋
代
源
四
郎

ア
ラ
ウ

荒
尾
治
部
少
輔

ノ山
内
駅
頭
弥
六

同
佐
渡
守

同
兵
庫
助

ノ杉
原
因
幡
守

同
若
狭
守

佐
野
下
野
守

同
六
郎
左
衛
聞
閏
尉
…

荻萩
野
下
総
守

同
次
郎

土
岐
肥
田
判
宮

同
三
郎
左
衛
門
尉

シ
モ
ツ
　
ヤ

下
津
屋
新
左
衛
門
尉

土
岐

石
谷
兵
部
大
輔

イ
シ
ガ
イ

　
　
五
番
次
第
不
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
イ
バ
ラ

同
掃
部
助
　
　
　
　
　
　
粟
飯
原
下
総
守

武
田
中
務
大
輔
入
道
　
　
同
小
次
郎

ユ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ
キ

湯
河
安
房
守
　
　
　
　
　
玉
置
民
部
少
輔

ト
ウ藤

民
部
駿
河
守
　
　
　
　
同
又
三
郎

ヲ
グ
シ

小
串
下
総
守
　
　
　
　
　
安
東
左
京
亮

同
小
大
郎
　
　
　
　
　
　
彦
部
次
郎
左
衛
門
尉

土
岐明

智
兵
庫
頭
　
　
　

大
和
々
々
守

同
彦
三
郎
　
　
　
　
　
　
同
坂
田
次
郎
左
衛
門
尉

　
ミ
灘
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
〆

同
三
重
左
京
亮
　
　
　
　
久
下
駿
河
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヤ

問
下
総
守
　
　
　
　
　
　
宮
上
野
入
道

同
又
次
郎
　
　
　
　
　
　
同
近
江
守

宮
弥
大
郎
　
　
　
　
　
　
海
老
名
備
後
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
キ

土
岐
中
澤
五
郎
　
　
　
　
萩
修
理
亮

　
　
　
　
　
　
　
　
寄
人
不
勤
番
衆
也

杉
山
弾
正
忠
　
　
　
　
　
真
木
嶋
山
臥
守

ヨ
バ
ィ
カ
ワ

小
早
河
美
作
守
　
　
　
　
間
太
郎
左
衛
門
尉

杉
原
千
法
師
　
　
　
　
　
同
中
務
丞

同
左
京
亮
　
　
　
　
　
　
閾
大
郎
法
師

土
岐
嶋
治
部
少
輔
　
　
　
同
肥
田
中
務
少
輔

大
館
陸
奥
守

大
館
治
部
大
輔

同
三
河
守

一
色
上
総
介

ハ
ネ
ガ
ハ

羽
河
左
京
亮

佐
々
木
四
郎

同
与
四
郎

宇
津
宮
石
見
守

同
兵
庫
助

　
　
　
　
　
（
佐
）

冨
永
左
衛
門
助

同
左
京
亮

同
近
江
守

ア
サ
ウ

麻
生
上
総
入
道

能
勢
下
野
守

遠
山
左
京
亮

狩
野
右
京
亮

三
吉
弾
正
忠

宮
伊
賀
入
道

杉
原
伯
誓
守

イ
　
ナ

伊
奈
右
京
亮

同
伊
与
守

サ
ト
ミ

黒
見
兵
部
少
輔

同
大
郎
次
郎

同
宮
内
少
輔

コ　

b
タ
ヲ
ヘ
キ
　
タ

新
田
大
井
田
中
務
少
輔

同
大
凍
五
郎

同
大
原
判
宮

三
浦
遠
江
守

同
右
京
亮

同
弥
六

同
助
四
郎

ア
サ
ヤ
ぞ

朝
山
次
郎

同
次
郎
左
衛
門
尉

千
秋
中
務
少
輔

同
中
務
少
輔

門
真
二
郎
左
衛
門
尉

宮
下
野
守

同
五
郎
左
衛
門
尉

ト
コ
ダ

豊
田
小
大
郎

同
弾
正
忠

同
治
部
少
輔

荒
河
宮
内
少
輔

同
弥
次
郎

間
大
蔵
少
輔

佐
々
木
岩
山

　
カ
ヘ
ミ
ノ

同
鏡
兵
部
大
輔

　
ウ
　
　
カ
　
　
ノ

同
宇
賀
野
民
部
少
輔

同
駿
河
守

ス
ヤ
サ

陶
山
備
中
守

ワ
ヤ
チ

大
内
周
防
守

イ
チ市

新
左
衛
門
鮒

朝
倉
備
後
守

同
兵
部
大
輔

同
次
郎

斎
藤
新
兵
衛
尉

小
田
大
郎

同
五
郎

同
中
務
丞

進
土
美
濃
守

ナ
ガ
ノ

長
野
平
三
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ミ
　
カ
ミ

三
上
丘
ハ
庫
頭
　
　
　
　
　
同
弥
三
郎

ア
リ
モ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ソ
ト
ワ

有
元
民
部
丞
　
　
　
　
　
近
藤
又
三
郎

カ
ゲ
ヤ
マ
　
　
　
　
　
　
土
岐
イ
寄
ネ

蔭
山
与
次
　
　
　
　
今
嶺
兵
部
大
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塁
ゼ
　
（
郎
）

下
津
屋
三
郎
左
衛
門
尉
　
横
瀬
次
部
左
衛
門
尉

バ
ン
ダ
イ

万
代
又
三
郎
　
　
　
　
熊
谷
左
京
亮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
メ
ヅ

門
真
新
左
衛
門
尉
　
　
　
梅
戸
右
京
亮

ハ
　
ガ

堺
和
筑
前
入
道
　
　
　
　
同
左
京
亮

マ
ブ
チ

馬
淵
源
次
郎
　
　
　
　
　
遠
山
孫
目
左
近
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ネ
参
（
部
脱
）

伊
賀
　
　
　
　
　
　
　
種
村
刑
少
輔

横
瀬
　
　
　
　
　
　
　
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
ダ
　
ワ

行
明
　
　
　
　
　
　
　
　
大
多
和
上
野
介

　
　
評
定
衆
　
次
第
不
同

セ
ッ
ツ

摂
津
掃
黒
頭
　
　
　
　
　
二
階
堂
判
官

　
　
御
末
衆

ヲ
も
ダ
　
　

ニ
ノ
ミ
ヤ
　
　
カ
シ
ユ
ク
　
　
　
　
　
　
　

イ
ワ
ホ
リ
　
　
ヒ
ナ
ダ

大
田
　
ご
落
磐
宿
□
岩
堀
疋
田

鞍
瓦
餓
雑
色
麩
駄

　
　
朝
夕
／

（
奥
書
）

「
東
山
殿
様
時
分
事
敦
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
異
簸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
大
山
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
第
口
U

ウ
ツ
　
ミ

内
海
兵
部
少
輔

ク
　
セ

久
世
大
和
守

　
　
カ
イ

同
石
谷

ミ
ツ
ツ

水
主
次
郎

聖
岳
三
助

ぷ
シ
ノ

星
野
宮
内
少
輔

ニ
フ
キ

仁
木
弥
大
郎

　
ク
ヅ
バ
ラ

同
櫛
原
左
馬
頭

ナ
カ
シ
て

中
嶋
次
郎
左
衛
門
尉

カ
　
ネ

賀
子

　
　
　
　
（
マ
響
）

同
工
右
兵
衛
門
訴

ハ
　
ダ
　
ノ
　
　
マ
チ
ノ

波
多
野
　
町
野

　
　
タ
カ
ハ
シ
　
　
ゴ
ン
ダ

　
　
高
橋
　
権
田

合
四
座
公
人
也

（
裏
表
紙
前
頁
×
異
簸
）

「
此
一
札

　
　
勧
修
寺

柳
本
治
部
卿

　
　
栄
耀
（
花
押
）
」

　
こ
の
交
名
は
奥
書
に
「
東
山
殿
様
時
分
事
理
」
と
あ
る
よ
う
に
足
利
義
政

の
大
御
所
時
代
（
文
明
十
五
年
六
月
～
延
徳
二
年
一
月
）
の
書
上
で
あ
る
か

の
如
く
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
勿
論
縢
誉
者
の
推
定
に
す
ぎ
ず
、
本
交
名

の
成
立
時
期
は
改
め
て
吟
味
し
頂
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
右
交
名
を
番
衆
以
前

と
以
後
と
で
前
後
に
分
け
て
考
え
る
と
、
ま
ず
前
半
の
こ
と
に
三
職
・
侍
所

・
相
伴
衆
等
の
記
述
は
、
い
ず
れ
も
各
大
名
の
官
途
名
の
極
官
時
を
書
上
げ

た
も
の
で
、
諸
大
名
の
官
名
が
か
く
左
兵
衛
佐
・
修
理
大
夫
等
と
極
官
ぽ
か

り
並
ぶ
と
い
う
こ
と
は
偶
然
に
し
て
も
有
り
得
な
い
か
ら
、
い
わ
ば
虚
構
の

交
名
で
実
態
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
永
享
番
帳
』

以
下
の
群
露
類
従
本
に
あ
る
各
交
名
に
於
て
も
、
相
伴
衆
等
の
記
事
が
番
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
年
代
と
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
奉

公
衆
の
番
帳
の
前
後
に
、
後
世
の
追
記
・
加
筆
が
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
本
史
料
の
外
様
衆
・
御
供
衆
に
つ
い
て
は
「
弥
六
」

「
又
次
郎
」
と
い
っ
た
幼
名
・
仮
名
（
極
官
で
な
い
名
乗
）
が
記
さ
れ
て
い

る
か
ら
必
ず
し
も
架
空
の
交
名
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
後
に
改
め
て

検
討
す
る
と
し
て
、
一
番
以
下
の
奉
公
衆
（
番
衆
）
の
交
名
か
ら
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。
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一

　
現
在
知
ら
れ
て
い
る
室
町
幕
府
奉
公
衆
の
交
名
と
し
て
は
最
初
に
触
れ
た

よ
う
に
文
安
元
年
～
同
六
年
（
一
四
四
四
～
四
九
）
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る

『
文
安
番
帳
』
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
『
蜷
川
家
古
文
書
』
所
収

の
同
じ
く
文
安
年
聞
成
立
と
見
ら
れ
る
番
衆
交
名
（
内
容
は
殆
ん
ど
『
文
安

番
帳
』
と
同
じ
、
以
下
『
蜷
川
番
帳
』
と
略
す
）
、
宝
徳
二
年
～
享
徳
四
年

（一

l
五
〇
～
五
五
）
の
成
立
と
み
ら
れ
る
『
永
享
番
帳
』
、
長
享
元
年
（
一

四
八
七
）
九
月
の
第
一
次
六
角
征
伐
に
際
し
将
軍
義
尚
に
魑
署
し
た
幕
臣
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

着
到
状
交
名
で
あ
る
『
長
享
着
到
』
の
四
種
が
あ
る
（
『
永
禄
六
年
諸
役
人

④付
』
は
抄
録
と
み
ら
れ
、
人
員
が
余
り
に
乏
少
な
の
で
こ
こ
で
は
検
討
の
対

象
と
し
な
い
）
わ
け
で
あ
る
が
、
本
史
料
を
こ
れ
ら
既
知
の
番
衆
交
名
と
比

較
し
て
ま
ず
気
付
く
こ
と
は
そ
の
内
容
が
『
長
享
着
到
』
に
極
め
て
近
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
五
番
衆
に
つ
い
て
『
永
享
番
帳
』
『
長
享
着
到
』

を
相
互
に
比
較
し
て
み
る
と
、
本
史
料
に
あ
っ
て
『
永
享
首
帳
』
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
名
（
姓
・
官
途
共
同
一
の
人
物
）
は
十
四
例
し
か
な
い
が
、
本

吏
料
と
『
長
享
着
到
』
と
で
は
二
十
五
例
の
人
名
が
官
途
ま
で
一
致
し
て
お

り
、
こ
の
二
十
五
名
は
殆
ん
ど
同
一
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本

史
料
の
成
立
年
代
は
長
享
元
年
を
さ
し
て
隔
ら
ぬ
時
期
と
考
え
ら
れ
る
が
、

次
に
個
々
の
番
衆
の
仮
名
・
官
名
に
熊
鼠
し
て
更
に
厳
密
に
そ
の
隠
期
を
推

定
し
て
み
よ
う
。

　
本
史
料
五
番
衆
に
万
代
又
三
郎
の
名
が
見
え
る
が
、
福
田
豊
彦
氏
が
既
に

指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
万
代
氏
は
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
に
初
め
て
奉
公
衆

に
推
挙
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
史
料
年
代
の
上
限
は
ま
ず
同
年
を
造
る
こ
と

は
な
い
。
な
お
こ
れ
も
福
田
氏
の
研
究
に
従
え
ば
五
番
衆
の
庄
氏
が
一
色
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
改
名
し
た
の
が
長
禄
二
年
で
、
本
史
料
に
庄
姓
の
人
名
が
見
当
ら
ぬ
点
も

右
の
推
定
を
消
極
的
な
が
ら
裏
付
け
る
。
更
に
駄
目
押
し
ま
で
に
付
け
加
え

れ
ば
本
史
料
に
は
永
享
・
文
安
両
番
帳
に
所
見
の
な
い
宇
治
大
路
疑
・
十
島

氏
の
よ
う
な
山
域
の
国
人
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
、
本
史
料
が
享
徳
以
前
に

潮
ら
ぬ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
次
に
本
史
料
の
四
番
に
み
え
る
小
早
川
美
作

守
は
著
名
な
安
芸
小
早
川
氏
の
本
宗
に
相
違
な
い
が
、
長
禄
四
年
以
降
で
美

作
守
の
官
途
を
も
つ
同
氏
本
底
の
人
物
と
い
え
ば
備
後
守
を
称
し
た
燕
平
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

子
、
教
平
（
敬
平
）
以
外
に
該
当
が
な
い
。
教
平
の
美
作
守
任
官
は
文
明
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

四
年
（
一
四
八
二
）
八
月
で
、
彼
は
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
四
月
に
死
去

　
　
　
⑧

し
て
い
る
か
ら
、
本
史
料
番
衆
方
の
成
立
年
代
は
右
の
期
間
の
い
ず
れ
か
の

時
点
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
先
に
推
定
し
た
『
長
享
着
到
』

に
近
接
す
る
時
期
に
も
該
当
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
奉
公
衆
の
家
格
で
家
蔵
文
書
が
今
に
伝
来
し
て
い
る
家
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

小
早
川
の
ほ
か
に
若
狭
の
本
郷
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
『
本
郷
文
書
』
は
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
に
江
戸
初
期
の
写
本
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
問
題
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に
し
て
い
る
応
仁
乱
後
の
時
期
は
一
族
内
の
所
領
相
論
の
た
め
に
幕
府
下
知

状
を
始
め
比
較
的
史
料
に
葱
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
そ
の
古
文
書
を
援
用
し

て
文
明
十
四
年
～
明
応
八
年
間
の
本
郷
氏
惣
領
の
官
途
を
示
せ
ば
次
の
よ
う

で
あ
る
。

文
明
十
六
年
九
日
四

　
岡
　
　
年
十
二
月

　
同
十
八
年
三
月

　明延　　長
江応徳同同導管

　
年
八
月

元
年
九
月

二
年
十
一
月

三
年
三
月

三
年
八
月

允
年
九
月

六
年
九
月

　
こ
の
よ
う
に
本
郷
政
泰
は
文
明
十
六
年
ま
で
与
三
郎
、

年
ま
で
宮
内
少
輔
、
同
年
よ
り
明
応
元
年
を
経
て
同
六
年
に
至
る
闇
の
あ
る

時
点
ま
で
大
夫
判
官
、
そ
れ
集
書
美
作
守
の
官
途
を
そ
れ
ぞ
れ
称
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
従
っ
て
本
史
料
一
番
衆
に
み
え
る
本
郷
大
夫
判
官
は
こ

の
政
泰
を
指
す
に
ち
が
い
な
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
史
料
の
年
代
は
更
に
狭

め
ら
れ
て
、
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
三
月
～
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
九

本
郷
与
三
郎
政
泰
『
本
郷
文
書
』
幕
府
奉
書

本
郷
宮
内
少
輔
政
泰
　
同
型
口
寛
案

本
郷
宮
内
少
輔
　
同
職
幕
府
奉
書

本
郷
宮
内
少
輔
政
泰
　
同
右
幕
府
奉
書

本
郷
宮
内
少
輔
政
泰
　
　
『
長
享
着
到
』

本
郷
宮
内
少
輔
政
泰
『
本
郷
文
書
』
幕
府
奉
書

任
左
衛
門
尉
・
検
非
違
使
　
間
右
口
宣
案

本
郷
大
夫
判
官
　
同
順
幕
府
奉
書

本
郷
大
央
判
官
　
　
『
小
早
川
文
書
』
幕
府
黍
書

本
郷
美
作
守
政
泰
　
『
本
郷
文
書
』
幕
府
泰
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
年
よ
り
長
享
三

月
の
あ
い
だ
と
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
対
象
年
代
が
こ
こ
ま
で
絞
ら
れ
て

く
る
と
、
個
別
番
衆
に
つ
い
て
種
々
の
考
証
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
。

　
ま
ず
二
番
衆
に
名
の
み
え
る
西
山
出
雲
守
は
、
『
永
源
寺
文
書
』
明
応
三

年
十
月
十
六
日
付
幕
府
奉
行
人
奉
書
に
「
西
山
出
雲
入
道
云
々
」
と
あ
る
か

ら
、
本
史
料
は
そ
れ
以
前
の
時
期
に
成
立
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

五
番
衆
に
み
え
る
種
村
刑
部
少
輔
は
『
晴
憲
宿
禰
記
』
明
応
二
年
五
月
二
日

条
に
み
え
る
種
村
刑
部
少
輔
と
同
一
人
物
と
み
ら
れ
、
彼
は
前
将
軍
足
利
義

材
に
慮
記
し
て
同
年
七
月
、
京
都
の
上
原
元
秀
邸
を
逃
脱
し
て
越
中
に
亡
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
、
以
後
義
材
の
近
臣
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、

同
人
が
幕
府
奉
公
衆
で
あ
っ
た
期
間
は
明
応
二
年
目
一
四
九
三
）
六
月
以
前

で
あ
り
、
本
史
料
の
下
限
も
同
時
点
に
押
え
ら
れ
る
。
次
に
五
番
頭
の
大
館

陸
奥
守
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
『
長
享
着
到
』
に
よ
れ
ば
五
番
頭
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

大
館
弾
正
少
弼
尚
氏
で
、
福
田
氏
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
『
蔭
磯
鶏
日
録
』
に

よ
れ
ば
延
徳
三
年
八
月
に
「
五
番
頭
大
館
刑
部
大
輔
殿
」
と
あ
り
、
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

同
年
二
月
に
御
供
衆
と
し
て
み
え
る
「
大
館
刑
部
大
輔
政
重
公
」
の
こ
と
に

相
違
あ
る
ま
い
か
ら
、
五
番
頭
は
同
年
以
前
に
尚
氏
か
ら
政
重
に
更
迭
さ
れ

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
該
時
期
の
幕
府
近
臣
名
が
頻
出
す
る
記
録
で
あ
る

『
懸
鼻
軒
日
録
』
を
見
て
い
く
と
、
政
重
は
刑
部
少
輔
の
官
途
で
延
徳
四
年

五
月
十
九
日
ま
で
散
見
さ
れ
、
以
後
刑
部
少
輔
は
消
え
て
同
年
七
月
四
日
条

に
は
御
供
衆
と
し
て
「
大
館
陸
奥
守
」
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
陸
奥
守
は
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『
歴
黒
土
代
』
書
舗
下
条
・
「
藁
葺
妻
壁
ハ
」
・
あ
・
に
よ
笑

館
政
重
と
判
明
し
、
彼
は
延
徳
四
（
明
応
元
）
年
五
～
七
月
の
間
に
刑
部
大

輔
か
ら
陸
奥
守
に
官
途
を
変
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
五
番
頭
に
大

館
陸
奥
守
の
名
を
記
載
し
て
い
る
本
史
料
は
、
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
五

月
を
醐
ら
ぬ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
本
史
料
の
四
番
に
荻
野
下
総
守
の
名
が
あ
る
。
『
長
享
着
到
』
に
も
荻
野

下
総
守
光
弘
が
見
え
る
。
ま
た
同
じ
四
番
の
久
下
駿
河
守
は
『
久
下
文
書
』

永
正
五
年
十
月
五
日
付
幕
府
奉
行
人
奉
書
に
「
久
下
駿
河
守
政
光
」
と
あ
り
、

『
長
享
着
到
』
に
「
久
下
新
左
衛
門
尉
政
光
」
と
あ
っ
て
一
次
六
角
征
伐
に

出
陣
し
た
こ
と
が
確
実
で
恐
ら
く
特
殊
の
事
情
が
な
い
限
り
二
次
の
六
角
征

討
に
も
出
征
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
然
る
に
『
久
下
文
書
』
永
正
五
年
十

一
月
久
下
政
光
言
上
状
案
に
「
坂
本
御
釜
之
暗
ハ
荻
野
下
総
守
一
所
二
親
類

被
官
四
人
討
死
仕
候
。
政
光
北
国
西
国
方
二
藍
論
仕
之
処
」
と
あ
っ
て
荻
野

光
弘
は
将
軍
義
盗
の
代
に
死
玄
し
、
そ
れ
に
関
連
し
て
久
下
政
光
も
没
落
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
荻
野
の
討
死
と
は
如
何
な
る
事
件
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
か
。
「
筆
者
は
こ
こ
で
『
北
野
祉
家
旧
記
』
明
応
二
年
三
月
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
細
川
三
元
）

日
義
に
「
荻
野
次
郎
左
衛
門
尉
父
子
共
、
為
屋
形
被
生
涯
也
、
近
年
殊
取
持

　
　
　
　
　
　
⑬

者
也
、
難
測
事
也
」
と
あ
る
に
注
目
し
て
、
光
弘
の
死
去
を
明
応
二
年
三
月

前
後
と
推
測
す
る
。
こ
の
晴
は
第
二
次
近
江
征
討
も
終
了
し
、
義
材
に
よ
る

河
内
繊
陣
の
最
中
で
「
坂
本
御
陣
之
蒔
」
と
い
う
表
現
と
厳
密
に
は
矛
盾
す

る
が
、
延
徳
四
年
五
月
以
降
に
奉
公
衆
が
一
族
四
人
討
死
す
る
如
き
戦
闘
の

形
跡
は
近
江
で
は
見
当
ら
ず
、
且
つ
久
下
政
光
の
没
落
と
の
連
関
を
考
え
て

「
坂
本
御
陣
」
は
「
南
方
論
陣
」
の
書
き
誤
り
と
解
す
る
ほ
か
あ
る
ま
い
と

思
わ
れ
る
。
脚
ち
光
弘
は
、
荻
野
一
族
が
張
本
と
な
っ
た
丹
波
国
一
揆
に
連

座
し
て
、
細
川
政
元
の
た
め
に
暗
殺
さ
れ
、
久
下
政
光
も
逃
亡
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
よ
っ
て
本
史
料
の
下
限
は
、
右
の
推
定
に
も
し
大
過
な
け
れ
ば
明

応
二
年
三
月
ま
で
潮
る
こ
と
に
な
る
。

　
最
後
に
、
二
番
衆
に
広
戸
刑
部
丞
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
『
蔭
涼
軒
日
録
』

明
応
二
年
正
月
十
七
日
条
に
纂
府
弓
始
の
的
次
第
交
名
と
し
て
み
え
る
広
戸

刑
部
少
輔
と
同
一
人
物
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
下
限
を
さ
ら
に
押
し
上
げ
て
、

鉗
応
二
年
正
月
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
『
鳩
拙
抄
』
に
み
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

三
番
熊
谷
孫
次
郎
の
死
去
が
明
応
元
年
十
一
月
と
す
れ
ば
、
同
人
の
名
が
消

え
て
い
る
本
史
料
は
同
月
以
降
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
孫
次
郎
没
の
正

確
な
月
日
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
に
よ
っ
て
上
限
の
手
が
か
り
と
す
る

こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
管
見
の
範
囲
で
は
こ
れ
以
上
成
立
年
代
を
狭
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

う
る
史
料
に
は
見
妾
ら
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
本
史
料
の
番
方
の
部
分
は
、

明
応
元
年
五
月
十
九
日
以
降
、
同
二
年
正
月
十
七
日
以
前
、
と
い
う
約
半
年

の
期
問
内
に
成
立
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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二

　
さ
て
本
史
料
は
『
長
享
着
到
』
に
か
な
り
近
似
し
た
内
容
と
は
い
え
、
相

当
の
差
異
も
ま
た
目
立
つ
。
例
え
ば
一
番
衆
で
『
長
享
着
到
』
で
は
伊
勢
氏

が
僅
か
六
名
に
す
ぎ
ぬ
の
に
対
し
、
本
史
料
で
は
実
に
二
十
名
の
多
き
を
数

え
、
三
番
衆
で
は
『
長
享
着
到
』
に
所
見
の
な
い
姓
の
人
物
が
十
八
名
に
も

上
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
番
衆
の
編
成
替
え
を
も
た
ら
し
た
政
治
的
契
機

が
右
に
推
定
し
た
期
間
内
に
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

明
応
元
年
五
月
と
い
え
ば
愛
広
川
梁
瀬
合
戦
の
一
ケ
月
後
で
あ
り
、
六
角
高

頼
は
な
お
甲
賀
谷
に
担
っ
て
抵
抗
を
続
け
て
お
り
、
近
江
が
識
定
し
て
六
角

虎
千
代
を
守
護
に
任
じ
、
義
材
が
京
都
へ
引
上
げ
る
の
は
同
年
十
二
月
十
四

日
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
近
江
出
陣
中
に
右
の
よ
う
な
番
衆
の
編
成
替
え

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
期
間
は
明
応
元
年
十
二
月

～
翌
二
年
正
月
の
僅
か
一
ケ
月
の
間
に
紋
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
明
応
二
年

正
月
末
に
は
す
で
に
義
手
は
河
内
出
陣
の
役
夫
を
山
城
の
諸
庄
に
課
し
て
い

る
。
こ
う
し
て
足
利
義
材
が
息
つ
く
暇
な
く
畠
山
基
家
征
討
の
た
め
、
親
衛

隊
の
改
編
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
が
本
史
料
『
大
名
外
様
奉
公
方
之
着
到
』

と
し
て
残
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
本
史
料
の
成
立
年
代
を

敢
て
一
時
点
に
極
限
し
て
推
測
す
る
と
す
れ
ば
、
明
応
元
年
末
～
同
二
年
初

と
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
つ
い
最
近
、
河
内

事
毅
鯉
’
葬
み
解
葵
ぺ

麗
筆
・
獲
貿
「
縛
攣
「

・
風
善
導
一
叢
豊
野
粂

滝
窒
、
・
梨
髪
。
飛
綾
鷺

鵡
憲
総
噸
雛
．
．

縄
事
理
．
鷹
笠
　
禰
磯
煮
・
◎

慈
虞
響
．
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
薦
議
《

　　

@　

@　

@　
@籾

｢
象
一
．
墨
．

、
霧
豊
蓼
直
ぐ
轡
、
蘂
肇
・

颪
鴛
・
・
萎
錫

一番衆，伊勢新九郎の名がみえる。
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⑯

出
陣
に
か
か
る
稀
有
の
新
史
料
と
し
て
『
福
智
院
家
古
文
書
』
所
収
大
乗
院

門
跡
尋
擦
筆
「
明
応
二
年
河
内
御
為
図
」
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ

こ
に
ま
た
同
事
件
（
河
内
出
陣
）
に
関
連
す
る
史
料
に
恵
ま
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
本
史
料
の
性
格
が
か
く
判
明
し
た
上
で
改
め
て
一
覧
し
た
場
合
、
見
落
す

こ
と
の
で
き
な
い
問
題
が
こ
こ
に
生
ず
る
。
そ
れ
は
一
番
衆
に
「
伊
勢
新
九

郎
」
の
名
が
登
場
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
伊
勢
新
九
郎
は
、
　
『
北
野
社
家
日

記
』
延
徳
三
年
八
月
十
日
条
に
「
此
御
下
知
（
駿
河
等
護
今
川
氏
親
宛
幕
府

奉
書
を
指
す
）
考
伊
勢
薪
九
郎
方
へ
同
名
右
京
亮
以
調
法
下
之
也
」
と
あ
る

　
　
　
　
⑰

伊
勢
新
九
郎
と
同
一
人
物
に
相
違
あ
る
ま
い
。
と
す
れ
ば
後
北
条
氏
の
祖
伊

勢
宗
瑞
（
長
氏
・
北
条
早
雲
）
は
幕
府
の
奉
公
衆
で
あ
っ
た
と
い
う
注
目
す

べ
き
薯
実
が
導
か
れ
る
。
北
条
早
雲
が
幕
府
政
所
吏
員
に
出
自
し
、
幕
府
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

次
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
奥
野
高
広
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
⑲

『
親
長
螺
記
』
等
に
み
え
る
申
次
伊
勢
新
九
郎
は
、
　
『
長
禄
二
年
以
来
申
次

記
』
に
み
え
る
伊
勢
新
九
郎
盛
時
と
同
人
と
考
え
ら
れ
、
盛
時
と
長
氏
の
関

係
が
解
決
し
な
い
限
り
早
雲
ロ
申
次
説
は
早
急
な
結
論
が
下
せ
ま
い
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
奥
野
氏
も
指
摘
さ
れ
る
『
玉
隠
和
尚
語
録
』
の
「
出
入
相
府
」

が
早
雲
の
幕
府
出
仕
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
本
史
料
は
そ
れ
を
裏
付
け
る

恰
好
の
文
献
と
い
え
よ
う
。
本
史
料
と
『
北
野
社
家
日
記
』
の
間
は
僅
か
一

年
余
し
か
隔
っ
て
お
ら
ず
、
蛭
子
が
同
一
人
物
で
あ
る
蓋
然
姓
は
極
め
て
高

い
と
み
ら
れ
る
。

　
番
衆
の
検
討
は
不
充
分
な
が
ら
こ
れ
で
切
上
げ
、
前
半
部
の
相
伴
衆
以
下

の
交
名
の
検
討
に
移
り
た
い
。
ま
ず
相
伴
衆
を
み
る
と
、
七
人
目
の
山
名
右

衛
門
督
は
山
名
氏
の
宗
家
、
但
馬
守
護
家
の
官
途
で
あ
る
が
、
明
応
元
年
末

～
同
二
年
初
当
時
の
山
名
当
主
の
官
途
は
弾
正
少
弼
で
あ
っ
て
事
実
と
矛
盾

す
る
。
更
に
次
の
佐
々
木
京
極
大
繕
大
夫
も
京
極
氏
の
当
主
と
す
れ
ば
中
務

　
⑳

少
輔
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
要
す
る
に
こ
の
相
伴
衆
交
名
は
虚
構
の
産
物
で

あ
る
こ
と
が
容
易
に
判
明
す
る
。
次
に
国
持
衆
に
入
っ
て
和
泉
両
守
護
の
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

河
刑
部
大
輔
と
同
阿
波
守
は
、
細
川
刑
部
少
輔
と
同
民
部
大
輔
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
れ
又
架
空
の
交
名
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
外
様

衆
で
あ
る
が
、
　
『
長
享
着
到
』
の
外
様
衆
と
比
較
す
る
と
同
姓
同
官
途
の
人

物
は
四
人
し
か
見
当
ら
ず
、
且
つ
半
数
以
上
の
二
十
四
名
が
『
長
享
着
到
』

に
載
っ
て
い
な
い
姓
の
者
で
占
め
ら
れ
、
考
証
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
う
ち
天
竺
中
務
少
輔
・
吉
見
右
馬
頭
・
江
見
伊
豆
守
・
仁
木
中
務
少
輔
の

よ
う
に
当
時
の
文
献
で
官
名
の
裏
付
け
の
と
れ
る
人
物
も
あ
る
が
、
こ
れ
の

精
査
は
後
日
の
機
会
に
譲
り
、
結
論
は
留
保
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
滲

　
次
に
御
供
衆
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
畠
山
中
務
少
輔
・
山
名
相
模
守
・

　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
⑫

問
左
衛
門
佐
・
大
館
陸
奥
守
・
同
製
与
守
・
伊
勢
伊
勢
守
な
ど
同
時
期
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

録
と
一
致
す
る
官
途
の
人
名
も
あ
る
。
し
か
し
細
川
右
馬
頭
は
右
馬
頭
入
道

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

又
は
里
馬
助
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
武
田
大
膳
大
夫
も
武
田
伊
豆
守
と
あ
る
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べ
き
と
こ
ろ
、
要
す
る
に
後
半
部
の
番
衆
の
交
名
を
も
と
に
捏
造
し
た
跡
が

歴
然
で
、
馬
脚
を
顕
わ
し
て
い
る
。
最
後
に
申
次
衆
に
つ
い
て
は
、
　
『
長
禄

二
年
以
来
申
次
記
』
に
み
え
る
延
徳
二
年
以
降
の
申
次
交
名
の
中
に
、
畠
山

中
務
少
輔
・
同
刑
部
少
輔
・
伊
勢
因
幡
守
・
同
肥
前
守
の
襲
名
が
み
え
る
も

の
の
、
大
館
伊
与
介
は
明
ら
か
に
大
館
伊
予
守
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ

又
虚
構
の
交
名
で
あ
る
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
外
様
衆
を
除

い
て
相
伴
衆
か
ら
申
次
ま
で
の
幕
府
重
職
交
名
は
、
番
衆
の
推
定
成
立
年
代

と
一
致
せ
ず
、
後
世
に
付
加
さ
れ
た
実
態
を
反
映
し
な
い
史
料
と
い
う
他
な

い
。
な
お
末
尾
に
あ
る
雑
色
・
小
舎
人
の
記
述
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
南
北
両
建

の
構
成
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
珍
し
い
史
料
で
、
検
非
違
使
庁
の
四

座
下
部
－
室
町
幕
府
の
雑
色
・
小
舎
人
四
座
－
江
戸
幕
府
の
四
座
雑
色
、
と

　
　
　
⑰

い
う
系
譜
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

三

　
と
こ
ろ
で
各
種
番
衆
交
名
の
う
ち
未
だ
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
史
料
に
、

前
述
し
た
内
閣
文
庫
本
『
蜷
川
家
古
文
書
』
所
収
の
一
本
が
あ
る
（
以
下
『
蜷

川
番
帳
』
と
略
す
）
。
こ
れ
は
題
籏
に

　
　
自
一
番

　
　
　
　
　
文
安
年
中

　
　
至
五
番

と
記
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
群

書
類
従
本
『
文
安
番
帳
』
と

殆
ん
ど
同
一
で
あ
る
。
例
え

ば
一
番
衆
を
比
較
し
て
み
る

と
、
　
『
蜷
川
適
宜
』
は
『
文

安
逼
塞
』
よ
り
一
名
多
い
だ

け
で
、
官
名
の
方
も
『
文
安

番
帳
』
の
細
川
淡
路
治
部
少

輔
・
勝
田
兵
庫
助
が
『
蜷
川

番
帳
』
で
そ
れ
ぞ
れ
細
川
淡

路
左
京
尉
・
勝
田
兵
庫
頭
と

変
っ
て
い
る
の
み
で
、
残
り

の
六
十
一
名
は
姓
・
官
途
と

も
全
く
同
一
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
『
文
安
番
帳
』
と
『
蜷

川
番
上
』
は
極
め
て
時
期
を

接
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
ま
と
ま
っ
た
番
衆

交
名
の
残
存
例
と
し
て
は
以

上
に
尽
き
る
が
、
断
簡
と
し

r久下文書』の四番衆交名
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て
管
見
に
触
れ
た
も
の
に
、
兵
庫
県
氷
上
郡
市
島
町
竹
田
在
の
久
下
信
生
氏

の
伝
蔵
に
か
か
る
『
久
下
文
書
』
所
収
の
四
番
衆
交
名
が
あ
る
。
こ
の
断
簡

は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
『
久
下
文
書
』
に
も
採
録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
だ
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
全

文
を
掲
げ
、
こ
こ
で
併
せ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
な
お
久
下
氏
は
『
文
安
番

帳
』
　
『
長
享
番
帳
』
お
よ
び
京
大
本
前
掲
交
名
に
も
四
番
衆
に
そ
の
名
が
み

え
る
奉
公
衆
で
、
そ
の
末
畜
た
る
同
家
に
次
の
如
き
四
番
衆
交
名
が
伝
存
し

て
い
る
こ
と
は
充
分
に
理
由
が
あ
り
、
そ
の
僑
愚
性
は
高
い
と
み
ら
れ
る
。

　
　
四
番

上
野
民
部
大
輔

（
土
）

口
岐
肥
田
伊
豆
入
道

武
田
兵
庫
頭
入
道

大
和
守

　
　
（
張
）

高
尾
帳
守

同
太
郎
左
衛
門
尉

東
下
総
守

安
東
遠
江
入
道

大
和
佐
渡
守

久
下
三
郎
左
衛
門
尉

同
治
部
少
輔

同
左
馬
助

同
五
郎

同
弥
九
郎

海
老
名
備
中
守

小
串
下
総
守

同
三
郎

東
左
近
大
夫

同
三
郎
右
衛
門
尉

田
村
刑
部
大
輔

粟
飯
原
下
総
入
道

土
岐
肥
田
中
務
少
輔

上
野
刑
部
大
輔

藤
民
部
又
三
郎

海
老
名
八
郎

金
山
備
中
入
道

佐
野
下
野
守

畠
山
信
濃
守

歯
山
兵
部
少
輔

畠
山
三
河
三
郎

藁
科
彦
次
郎

小
早
河
備
後
守

同
次
郎

宮
彦
次
郎

同
八
郎

荒
尾
小
太
郎

星
野
三
郎

佐
野
和
泉
守

杉
原
隼
人
祐

大
和
次
郎

杉
原
次
郎

同
三
郎

同
三
郎
右
衛
門
尉

武
田
中
務
大
輔
入
道

同
三
郎

藤
罠
部
兵
庫
助
入
道

土
岐
石
谷
兵
部
少
輔

同
三
郎

同
孫
九
郎

同
刑
部
少
輔

大
和
兵
庫
助

宮
上
野
介

田
村
治
部
少
輔

宮
式
部
丞

　
（
マ
こ

萩
匠
工
助
入
道

萩
修
理
亮

高
山
兵
庫
助

萩
弥
五
郎

大
和
三
重
太
郎
左
衛
門
尉

杉
原
修
理
亮

杉
原
照
幡
守

杉
原
与
四
郎
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杉
山
八
郎

海
老
名
那
波
新
左
衛
門
尉

杉
原
美
濃
入
道

土
岐
長
澤
治
部
少
輔

湯
河
安
房
入
道

山
本
中
務
少
輔

彦
部
美
濃
守

屋
代
越
中
守

大
館
中
務
少
輔

葛
山
兵
庫
助

本
間
孫
左
衛
門
尉

（
毛
）

口
利
麻
原
伊
豆
入
道

藤
畏
部
石
田
六
郎

小
早
河
浦
又
太
郎

高
山
掃
部
助

玉
共
弾
正
忠

下
津
屋
左
京
亮

真
木
嶋

山
内
兵
庫
助

畠
山
中
務
少
輔

本
庄
次
郎
左
衛
門
尉

小
田
三
郎

杉
原
左
馬
助

玉
麗
民
部
少
輔

同
新
庄
司

彦
部
三
河
守

屋
代
源
蔵
人

中
条
中
務
少
輔

勝
田
□
田
兵
福
助

荻
野
弾
正
左
衛
門
尉

大
和
兵
部
少
輔

土
岐
御
器
所
轄
九
郎

和
田
五
九
郎

　
　
　
　
　
　
（
部
少
）

小
早
黙
示
木
式
［
］
輔

荻
野
弥
五
郎

下
津
屋
新
左
衛
門
尉

多
面
罵
人
助
r

綿
瀬
隼
人
祐

土
岐
明
知
兵
康
頭

　
右
の
史
料
（
以
下
『
久
下
番
帳
』
と
称
す
）
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
『
永

享
番
帳
』
『
文
安
番
帳
』
に
見
当
ら
ぬ
真
木
配
下
が
載
っ
て
い
る
こ
と
で
、

こ
れ
は
『
久
下
番
帳
』
が
『
永
享
番
帳
』
の
成
立
時
期
（
宝
徳
二
～
享
徳
四
）

よ
り
下
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
反
面
『
永
享
番
葉
』
と
の
内
容
は

極
め
て
近
接
し
て
お
り
、
　
『
永
享
番
帳
』
と
同
姓
同
官
途
の
宿
学
に
三
十
三

名
に
達
し
、
更
に
そ
れ
以
外
に
も

　
『
永
享
番
帳
』

大
和
弥
三
郎

武
田
中
務
大
輔

海
老
名
太
郎

　
　
　
（
マ
マ
）

土
岐
肥
田
瀬
伊
豆
守

安
東
遠
江
守

彦
部
左
近
将
監

藤
民
部
兵
庫
助

量
代
四
郎

　
『
久
下
驚
愕
』

大
和
三
郎
右
衛
門
尉

武
田
中
務
大
輔
入
道

海
老
名
太
郎
左
衛
門
尉

土
岐
肥
田
伊
豆
入
道

安
東
遠
江
入
道

　
　
　
　
⑳

彦
部
美
濃
守

藤
毘
部
蔦
葛
助
入
道

　
　
　
　
⑪

屋
代
源
蔵
人

の
如
く
同
一
人
物
が
任
官
又
は
入
道
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
、
又
は
明
ら
か

に
同
一
人
物
で
あ
る
官
途
変
更
の
例
が
八
例
も
あ
り
、
　
『
永
享
番
帳
』
成
立

後
さ
し
て
隔
ら
ぬ
時
期
に
『
久
下
番
帳
』
が
成
立
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
そ
の
大
凡
の
成
立
時
期
で
あ
る
が
、
番
頭
の
畠
山
中
務
少
輔
に
つ
い
て

み
る
と
、
　
『
長
禄
二
年
以
来
申
次
記
』
に
、
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畠
山
中
務
少
輔
政
光
御
供
衆
也
、
応
仁
乱
迄
四
番
之
頭
也
、
（
下
略
）

と
あ
り
、
　
『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
は
寛
正
二
年
正
月
廿
日
条
に
申
次
と
し
て
登

場
す
る
。
一
方
、
『
永
享
番
帳
』
に
亙
る
四
番
頭
の
畠
山
中
務
少
輔
入
道
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

長
禄
三
年
十
二
月
十
五
艮
に
幕
臣
と
し
て
そ
の
名
が
記
録
に
み
え
、
中
務
少

輔
入
道
よ
り
政
光
へ
の
番
頭
の
更
迭
は
長
禄
三
年
末
～
寛
正
二
年
初
の
間
と

推
定
さ
れ
、
　
『
久
下
番
帳
』
の
上
限
は
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
末
を
潮
る

こ
と
は
な
い
。
一
方
下
限
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
確
実
な
史
料
を
見
出
す
こ

と
は
難
し
い
が
、
手
が
か
り
を
儀
別
番
衆
の
官
名
に
求
め
て
み
る
と
、
ま
ず

『
斎
藤
親
基
日
記
』
寛
正
六
年
八
月
十
五
日
条
に
・
走
衆
と
し
て
「
藤
民
部
申

務
少
輔
三
盛
」
の
名
が
み
え
、
　
「
走
衆
は
番
衆
の
内
に
み
ら
れ
る
者
」
と
い

　
　
　
　
　
　
⑬

う
福
田
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
『
久
下
番
帳
』
の
藤
民
部
又
三
郎
は
政
盛
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
同
じ
く
『
斎
藤
親
基
日
記
』
寛
正
六
年
九
月
廿
九
巳

条
に
布
衣
と
し
て
み
え
る
「
荒
尾
治
部
少
輔
」
も
『
久
下
番
目
』
の
荒
尾
小

太
郎
と
同
一
入
物
と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
『
久
下
霊
魂
』
の
作
成

年
代
は
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
八
月
を
下
ら
訟
こ
と
に
な
る
。
こ
の
推
定

は
前
掲
『
長
禄
二
年
以
来
申
次
記
』
の
「
応
仁
乱
迄
」
な
る
註
記
と
も
矛
盾

せ
ず
、
ま
た
『
久
下
番
帳
』
の
小
串
下
総
守
が
『
斎
藤
親
基
日
記
』
寛
正
六

年
九
月
末
日
条
で
走
衆
小
串
次
郎
右
衛
門
尉
と
明
ら
か
に
別
人
に
変
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
点
も
右
の
推
測
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
『
久
下
霊
鑑
隠
の
四
番
員
数
は
九
十
人
に
達
し
、
　
『
永
享
重
縫
』
の
六

十
二
人
、
　
『
文
安
番
帳
』
の
六
十
六
人
、
　
『
長
享
着
到
』
の
五
十
ご
人
を
か

な
り
上
回
る
。
こ
の
差
異
が
何
に
由
来
す
る
の
か
（
例
え
ば
『
久
下
番
帳
』

が
在
籍
者
全
員
の
書
上
げ
で
、
他
の
番
帳
は
単
な
る
戦
陣
出
頭
者
の
記
録
で

あ
る
と
い
っ
た
差
異
）
と
い
う
点
は
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

①
　
以
後
の
筆
跡
は
と
く
に
断
わ
ら
ぬ
限
り
総
て
一
筆
で
、
書
体
は
佐
藤
進
一
琉
の

　
鑑
定
に
よ
れ
ば
戦
国
期
、
そ
れ
も
大
永
～
天
文
頃
を
下
る
ま
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

②
　
秋
元
二
二
氏
「
室
町
幕
府
諸
番
帳
の
成
立
年
代
の
研
究
」
口
本
歴
史
三
六
四
号
。

⑧
以
上
永
享
・
文
安
・
長
享
の
番
二
又
は
着
到
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
福
田
豊

　
彦
氏
「
室
町
纂
府
の
『
奉
公
衆
』
一
型
番
帳
の
作
成
年
代
を
中
心
と
し
て
i
」
日
本

　
歴
史
二
七
四
号
。

④
　
長
節
子
氏
「
所
謂
『
永
禄
六
年
諸
役
人
付
』
に
つ
い
て
」
史
学
文
学
四
巻
一
号
。

⑤
　
以
上
、
福
圏
氏
前
掲
論
文
。

⑥
大
日
本
古
文
書
『
小
早
川
文
書
』
所
収
小
早
川
氏
系
図
。

⑦
『
小
早
川
文
書
』
同
月
十
｝
日
付
口
宣
案
。

⑧
前
註
⑥

⑨
相
田
二
郎
氏
著
『
日
本
の
古
文
霞
上
』
P
一
〇
九
。

⑩
　
鯛
大
乗
院
寺
子
雑
事
記
』
瞬
癒
七
年
正
月
廿
七
日
条
ほ
か
。

⑪
前
註
⑤

⑫
　
　
『
蔭
涼
軒
日
録
』
同
月
十
九
日
条
。

⑬
　
こ
の
審
件
の
背
景
は
拙
稿
「
延
徳
の
丹
波
国
一
揆
」
歴
史
手
帳
八
巻
八
号
参
照
。

⑭
前
角
⑤

⑮
な
お
本
史
料
二
番
衆
の
河
原
備
前
守
は
『
蔭
涼
軒
日
録
』
明
応
元
年
六
月
六
日

　
条
に
「
河
原
備
前
入
道
」
、
同
年
十
二
月
廿
三
臼
条
に
も
「
河
原
入
道
」
と
あ
る

　
如
く
河
原
備
前
入
道
と
あ
る
べ
き
所
。
こ
の
一
事
を
も
っ
て
本
史
料
全
体
の
信
愚

　
性
を
否
定
レ
虫
る
に
は
及
ぶ
ま
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で
、
恐
ら
く
入
道
の
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脱
宇
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
外
の
人
名
で
は
当
蒔
の
文
献
と
矛
盾
す
る

　
者
は
出
な
い
。

⑱
花
園
大
学
福
智
院
文
欝
研
究
会
編
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
刊
。

⑰
拙
著
『
言
継
卿
記
』
（
日
記
・
記
録
に
よ
る
日
本
歴
史
叢
書
2
3
）
P
二
〇
七
～

　
二
〇
九
、
所
収
「
北
条
早
雲
の
出
自
」
。

⑱
　
同
氏
「
伊
勢
宗
瑞
の
素
生
」
武
蔵
野
五
七
巻
二
号
。

⑲
　
文
明
十
九
年
四
月
十
四
日
条
。

⑳
『
蔭
涼
軒
日
録
』
明
応
元
年
七
月
十
五
日
条
ほ
か
。

⑳
　
　
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
明
応
元
年
十
二
月
十
六
日
条
ほ
か
。

＠
　
　
『
北
野
社
家
日
記
』
明
応
二
年
三
月
廿
七
周
条
、
拙
稿
「
和
泉
半
国
守
護
考
」

　
大
阪
府
の
歴
史
九
号
。

⑳
『
蔭
涼
軒
日
録
外
堀
亦
元
年
十
月
十
二
日
条
。

⑭
　
『
高
山
寺
古
文
書
』
明
応
元
年
十
月
十
四
日
幕
府
奉
書
。

⑮
　
　
『
北
野
社
家
日
記
隔
明
応
二
年
八
月
廿
二
日
条
。

⑳
　
『
蔭
涼
軒
日
録
』
明
応
元
年
十
月
九
日
条
。

⑳
　
同
右
、
延
徳
三
年
八
月
廿
七
日
条
ほ
か
。

⑱
　
同
右
、
明
応
一
兀
年
五
月
〔
十
六
日
条
、
七
月
十
五
日
条
ほ
か
。

⑳
岡
右
、
周
月
日
条
。

⑳
既
述
。

⑳
　
　
『
蔭
涼
軒
日
録
』
明
応
二
年
正
月
八
日
条
ほ
か
。

⑳
　
　
『
親
長
雨
記
』
開
応
元
年
十
二
月
十
四
日
条
ほ
か
。

⑳
　
　
『
口
論
軒
日
録
』
閣
応
元
年
十
月
廿
一
目
条
。

⑭
同
右
、
同
年
十
月
十
二
日
条
。

⑳
　
嗣
右
、
固
年
七
月
十
五
日
条
ほ
か
。

⑳
　
佐
藤
進
一
氏
の
御
指
摘
に
よ
る
。

⑳
佐
藤
進
一
属
「
室
町
幕
府
論
」
（
旧
版
岩
波
講
座
日
本
歴
史
中
世
3
）

⑱
　
こ
れ
は
秋
元
大
言
氏
が
前
掲
論
文
で
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
。

⑳
筆
者
は
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
、
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
資
料
課
長
百
田

　
昌
夫
氏
に
随
行
し
て
現
地
で
披
閲
し
た
。

⑳
左
近
将
監
と
美
濃
守
が
同
一
人
で
あ
る
こ
と
は
福
田
氏
前
掲
論
文
参
照
。

＠
筋
註
⑳
に
同
じ
。

⑫
　
　
『
蔭
涼
軒
日
録
』
長
禄
三
年
十
二
月
十
五
日
条
。

⑬
　
同
氏
前
掲
論
文
。

　
　
　
　
（
文
化
庁
文
化
財
保
護
都
管
理
課
国
立
歴
史
罠
俗
博
物
館
設
立
準
拙
誠
文
化
財
調
査
官
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